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路線バス（永田線）の車窓から

今月の合冊

　未
み ち
知をあるこう！「第２回なかの巡りＥＹＥウォーク」参加者募集！（詳しくは１３ページ）
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◆お昼の時間帯に各コース1便増便し、夕方の便は廃止します。
◆朝便は主に「市中心部に行く便」、昼便は「各地へ帰る便」ですが、予約状況により、朝便で各エリア
内バス停間を移動することも、昼便で自宅近くのバス停から市中心部のバス停へ行くことも可能です。

注１）　市中心部とは「陣屋前」「市役所」「中野駅」「北信病院」の各バス停を指します。
注２）　バス停のバス到着時間は、予約時間により毎回異なります。予約時にお伝えします。

＜永田地区＞「豊田深沢」
「熊坂入口」バス停を廃
止し、「三俣」「真宝寺」
バス停を新設します。
＜永田線＞　ＪＲ飯山線
との接続を見直します。

＜豊津地区＞
◆「奥手山」バス停を廃止します。
◆「替佐駅」までの運行を「上
今井」まで延長します。

＜ふれあいバス・中野木島線＞　「若松町」
（西原医院付近）バス停を新設します。ふ
れあいバス・中野木島線ともに停車します。

＜ふれあいバス北部地域＞　　12時45分市役
所発岩井東行の便を増便します。

「ふれあいバス北部地域」と
「中野木島線」の変更

「ふれあいバス永田・豊津地域」と
「永田線」の変更

≪お出かけタクシーの予約方法≫
 朝の便は乗車日の前日中に予約してください。また、午前11時30分ごろの便は乗車当日の午前10時まで、
午後12時30分ごろと1時30分ごろの便は乗車当日の正午までに予約してください。

お出かけタクシーの変更　～高丘・平野、日野、延徳～

≪立ヶ花線≫
◆市民プール横を通るルートに変更します。
「岩船」「吉田」「平野小学校前」の各
バス停は通りません。
◆ＪＲ飯山線との接続を見直します。

≪菅・角間線、上林線、須賀川線≫　３路線の全便を
国道 2９2 号線の「ジャスコ新中野店」「一本木」（く
まき整形外科付近）バス停を新設します。

≪菅・角間線≫　菅・角間線の全便を「竹原団地」「長
元坊団地経由」に変更します。
≪須賀川線≫　「運動公園入口」「日ノ出松」は移設し
「栗和田」は廃止します。菅・角間線、上林線と同
じルートを通ります。路線バスが通らなくなる「栗
和田」は、お出かけタクシーを新たに運行します。

≪間山線≫
◆北信総合病院を通るルートに変更し、
「若松町」（西原医院付近）、「警察署東」
（飯田医院付近）バス停を新設します。
◆午前11時台の便を次のとおり変更します。
 ①中野駅発11時15分⇒正午発、
 ②温泉公園発11時35分⇒午後12時25分発

「立ヶ花線」「間山線」「菅・角間線」「上林線」「須賀川線」の変更

問　路線バス以外に関するお問い合わせは、市役所政策情報課　☎（２２）２１１１　（内線２１６）
　　路線バスに関するお問い合わせは、長電バス株式会社　☎０２６（２９５）８００８

≪運行のイメージ≫

※予約のないバス停は
回りません。

≪時刻表≫

運行区域 高丘・平野エリア 日野エリア 延徳エリア
朝　便 第1便午前９時から 10 時に予約のあったバス停を巡り、市中心部には 10 時ごろ到着

昼　便

（市中心部発車時間）
第２便…午前11時30分ごろ
第３便…午後12時30分ごろ
第４便…午後1時30分ごろ

（市中心部発車時間）
第２便…午前11時30分ごろ
第３便…午後12時30分ごろ

（市中心部発車時間）
第２便…午前11時30分ごろ
第３便…午後12時30分ごろ
第４便…午後1時30分ごろ

予約先 中野ハイヤー㈱
☎（２２）５111

高水タクシー㈱
☎（２２）２1０８

㈱山田タクシー
☎（２２）３1６1

▼

「
陣
屋
前
」
に
バ
ス
停
を
設
け
ま
す

利用者が少ないと、なくなってしまいます
大切な公共交通特集

１０月から、お出かけタクシー、ふれあいバス、
路線バスの一部ルートや時刻を変更します。

※今までは予約の有無にかかわらず、全バス停
を時刻表どおりに回っていましたが、予約の
あるバス停のみ運行するようになります。

「栗和田」は、お
出かけタクシーを
運行します
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市
で
は
、
大
規
模
地
震
災
害
か

ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、「
中
野
市
耐
震
改

修
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
住
宅

な
ど
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
対
象
と
な
る
住
宅

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

（
以
下
「
既
存
木
造
住
宅
」
）

①
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
、
市
内
に
あ
る
住
宅

（
店
舗
な
ど
の
用
途
を
兼
ね
る

住
宅
で
、
店
舗
な
ど
の
用
に
供

す
る
部
分
の
床
面
積
が
延
べ
面

積
の
２
分
の
１
未
満
の
も
の
を

含
み
ま
す
）

②
木
造
在
来
工
法
の
住
宅
（
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
や
非
木
造
の

住
宅
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

③
個
人
所
有
の
一
戸
建
て
住
宅

（
賃
貸
住
宅
を
除
き
ま
す
）

【
ス
テ
ッ
プ
１
】

専
門
家
に
よ
る
簡
易
耐
震
診
断
・

精
密
耐
震
診
断
（
無
料
）

　
対
象
と
な
る
住
宅
で
耐
震
診
断

を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
都
市

計
画
課
に
あ
る
申
込
書
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
耐
震
診
断
（
耐

震
診
断
士
派
遣
）
に
要
す
る
費
用

は
市
が
負
担
し
ま
す
。

【
ス
テ
ッ
プ
２
】

既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事

　
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
に
つ

い
て
、
工
事
に
直
接
要
す
る
費
用

の
２
分
の
１
以
内
の
額
（
上
限
は

６０
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

○
市
が
実
施
し
た
耐
震
診
断
士
に

よ
る
精
密
耐
震
診
断
の
結
果
、

総
合
評
点
が
１.０
未
満
の
場
合

○
既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工

事
を
行
う
こ
と
で
、
総
合
評
点

が
０.7
以
上
か
つ
工
事
前
の
総
合

評
点
を
上
回
る
場
合

○
給
与
収
入
の
み
の
収
入
金
額
が

１
４
４
２
万
円
以
下
の
場
合

○
給
与
収
入
以
外
の
所
得
金
額
が

１
２
０
０
万
円
以
下
の
場
合

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

あ
な
た
の
家
は
、

地
震
が
き
て
も
大
丈
夫
で
す
か
？

住宅の耐震性能を知る
（耐震診断を受けてみる）

【ステップ１】
≪事業の進め方≫

耐震性能が低い場合

⇒
⇒

⇒
⇒

【ステップ２】
住宅が倒壊しないための
耐震補強を行う

　近年発生した大きな地震の負傷者のうち、３０％から５０％の方が、家具類の転倒・落下が原因で
負傷しています。また、転倒・転落した家具類につまずいて転倒したり家具が倒れたときに、割
れた食器やガラスなどでけがをするなど、家具類の転倒は２次的な負傷の原因にもなっています。
　地震の発生を抑制することはできませんが、皆さんが日ごろから備え、対策を講じる事により、
災害は減災することができます。
　図の転倒防止具のほかにも、重いものは下に、軽いものを上に収納するだけでも転倒の予防に
なります。複合的な対策が重要です。

Ｌ
型
金
具

　

家
具
と
壁
を
、
ネ
ジ
に

よ
っ
て
固
定
す
る
タ
イ
プ

ス
ト
ッ
パ
ー
式

　

家
具
の
最
下
部
に
く
さ
び

状
に
挟
み
込
み
、
家
具
を
壁

側
に
傾
斜
さ
せ
る
タ
イ
プ

ベ
ル
ト
・
チ
ェ
ー
ン
式

　

家
具
と
壁
を
そ
れ
ぞ
れ
ネ

ジ
止
め
し
た
金
具
を
、
ベ
ル

ト
、
金
属
チ
ェ
ー
ン
な
ど
で

結
ん
だ
タ
イ
プ

ポ
ー
ル（
つ
っ
ぱ
り
棒
）式

　

ネ
ジ
止
め
す
る
こ
と
な
く
、

家
具
と
天
井
の
隙
間
に
設
置

す
る
棒
状
の
タ
イ
プ

マ
ッ
ト
式

　

粘
着
性
の
ゲ
ル
状
の
も
の

で
、
家
具
の
底
面
と
床
面
を

接
着
さ
せ
る
タ
イ
プ

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

　

家
具
の
ガ
ラ
ス
面
に
フ
ィ

ル
ム
を
張
り
、
割
れ
た
場
合

の
飛
散
を
防
ぐ
も
の

家具の転倒を防止しましょう

平成22年９月号 ４

減災は、日頃
ご ろ

の備えで、
できること

特集

～備えあれば憂いなし～

　災害は、私たちの生命や財産を一瞬のうちに、奪っ
てしまうこともあります。発生してしまった災害を、
いかに小さな被害で食い止めるかは、みなさん自身の
日ごろからの対応にかかっています。
　いざというときのために、災害に対して十分な備え
をしておきましょう。（写真：平成21年度中野市総合防災訓練）

問い合わせ先　市役所庶務課防災係　☎（２２）２１１（内線210）
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（気象庁パンフレットより）

◆非常持出品（避難する時に持ち出す最小限の必需品。あまり重いと避難行動に支障が出ます）
チェック 品　　　名 点検日① 点検日② チェック 品　　　名 点検日① 点検日②

□ 非常食 □ 飲料水

□ 携帯ラジオ
（予備の電池） □ 懐中電灯　　　　　　

（予備の電池、電球）

□ ろうそく □ ヘルメット
（防災ずきん）

□ ライター
（マッチ） □ ナイフ、缶切り、

栓抜き

□ ティッシュ □ タオル

□ ビニール袋 □ 上　着

□ 下着類 □ 軍　手

□
救急医薬品
（傷薬、ばんそうこう、
解熱剤、風邪薬、目薬など）

□ 常備薬

□ 現　金 □ 貴重品
（貯金通帳など）

□ 健康保険証 □ 身分証　
（住民票の写しなど）

◆非常備蓄品（災害復旧までの数日を自足できるもの。最低でも３日分は用意しておきましょう）
チェック 品　　　名 点検日① 点検日② チェック 品　　　名 点検日① 点検日②

□
食　品
（缶詰、レトルト、
ドライフーズ、栄養補助食品）

□ 食　品　　　　　　　
（調味料、スープ、みそ汁）

□ 食　品　
（チョコレート、のど飴など） □ 飲料水　　　

（１人当たり１日３ℓ）

□
燃　料　
（卓上コンロ、
　カセットガス、固形燃料）

□ 毛布、タオルケット、
寝袋

□
洗面用具
（歯ブラシ、石けん、タオル、
ドライシャンプーなど）

□ 鍋、やかん

□ 簡易食器
（わりばし、紙皿、紙コップなど） □ ラップ、アルミホイル

□ 使い捨てカイロ、マスク □ 工具類
（ロープ、バール、スコップなど）

非常持ち出し品・備蓄品の準備は防災対策の基本です。
下記のリストを参考に、家族構成に合わせて準備しましょう。
また、準備をした後も、定期的に食品の賞味期限や電化製品の
故障がないかなどを点検しましょう。

非常持ち出し品・備蓄品の準備をしましょう

　市では、平常時および災害発生時の情報伝達
体制の確保と皆さんの安全を守ることを目的
に屋外スピーカーを市内に１３2基設置し、随時、
大切な情報の放送を行っています。
　放送はゆっくり、間隔を空ける、通常会話と
は異なった話し方など工夫していますが、住宅
の構造、風向き、スピーカの向き、近隣の交通
事情などにより、各ご家庭においては、聞こえ
にくい状況になることもあります。
　チャイムが聞こえた場合は、窓を開ける、聞
きやすい場所に移動するなど、放送の内容に耳
を傾けていただきますよう、お願いします。
　また、右記の方法により放送内容が確認でき
ますので、どうぞご利用ください。

防災行政無線放送
大切な情報をお伝えしています

電話から

●ご自宅のＮＴＴ一般加入電話や携帯電話を利用
して、放送内容を音声で確認できます。

●ご利用方法
　　 　　　　　　ハヤクキコウムセン　
　　０１２０‐８９２‐５６０
　　　　にダイヤルしてください。（通話無料）

市公式ホームページから　
　
（ホームページを閲覧できる環境が必要です。）

●防災行政無線の放送内容を文書で確認できます。
●ご利用方法
　ＵＲＬ  http://www.city.nakano.nagano.jp 

　　
パソコン：トップページ左側
　　　　　　　　　　　⇒「防災行政無線の内容」
携帯電話：トップページ「防災情報」
　　　　　　　　　　　⇒「防災行政無線放送」

中野市災害対策本部を廃止しました　
　７月１７日㈯の大雨に伴い、中野市災害対策本部を同日午後９時に設置し対応してまいりましたが、
被害額が確定し、復旧に係る手続きが整いましたので、８月１０日㈫午前９時をもって同本部を廃止し
ました。皆様のご協力、ありがとうございました。

放送内容の確認方法



　
私
は
、
平
和
記
念
資
料
館
を

見
る
ま
で
、
「
戦
争
っ
て
怖
い

な
ぁ
」
ぐ
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
資
料
館
を
見
て

戦
争
と
い
う
の
は
、
も
っ
と
怖
く

て
恐
ろ
し
く
て
多
く
の
人
々
を
苦

し
ま
せ
る
も
の
だ
と
実
感
し
、
原

子
爆
弾
は
、
一
発
で
何
万
人
・
何

十
万
人
も
の
人
々
を
傷
つ
け
る
ひ

ど
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム

は
、
被
爆
当
時
の
ま
ま
保
存
さ
れ

て
お
り
、
と
て
も
大
き
な
建
物
で

し
た
。
も
し
日
本
に
原
子
爆
弾
が

落
と
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
何
十
万

人
も
の
人
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り

苦
し
ま
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
も
う
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

い
け
な
い
し
、
絶
対
に
や
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
も
う
二
度
と
核
兵

器
を
使
わ
な
い
よ
う
な
世
界
・
地

球
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

音
楽
姉
妹
都
市
交
流

南
小
泉
中
学
校
と
交
流

中
学
生
派
遣
事
業

現
地
レ
ポ
ー
ト

平成22年9月号7 平成22年9月号 ８9

　

８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
、
豊
田
中
学
校
３
年
の
須す

だ田
淳あ

つ

暉き

さ
ん
、富と

み

い井　

遼り
ょ
う

さ
ん
、中な

か
む
ら村

華は

な

こ子
さ
ん
、森も

り
や
ま山

佳か

な菜
さ
ん
の
４
人
が
、

「
平
和
使
節
」
と
し
て
、
被
爆
地
の
広
島
県
広
島
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

４
人
が
戦
争
の
む
な
し
さ
や
悲
惨
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
広
島
市
の

中
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
、
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

被 

爆 

地 

派 

遣～ 広
島
市 

～

　

７
月
29
日
か
ら
３０
日
ま
で
の
２
日
間
、
中
野
平
中
学
校
３
年
の
芦あ

し
は
ら原

滉こ

う

や弥
さ
ん
、
湯ゆ

も

と本
健け

ん

た

ろ

う

太
郎
さ
ん
、
小こ

ば
や
し林

愛あ

り

さ

里
沙
さ
ん
の
３
人
が
、「
学

校
新
聞
特
派
員
」
と
し
て
、
姉
妹
都
市
の
宮
城
県
仙
台
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。
３
人
が
実
際
に
見
て
、
感
じ
た
姉
妹
都
市
の
様
子
や
、
仙
台
市

の
中
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
、
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

学
校
新
聞
特
派
員

～ 
姉
妹
都
市
　
仙
台
市 

～

　
僕
た
ち
が
仙
台
市
に
着
い
て
、

最
初
に
行
っ
た
の
が
仙
台
市
役
所

で
し
た
。
市
役
所
の
中
に
は
、
８

月
６
日
～
８
日
に
行
わ
れ
る
、
七

夕
祭
り
の
飾
り
付
け
が
あ
り
ま
し

　
南
小
泉
中
学
校
と
の
交
流
会
で

は
、
お
互
い
の
学
校
紹
介
、
ず
ん

だ
団
子
作
り
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
学
校
紹
介
で
は
、
お
互
い
の
住

ん
で
い
る
地
域
に
も
触
れ
な
が
ら

紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意
見

交
換
で
は
、
各
学
校
か
ら
活
発
な

意
見
が
飛
び
交
い
、
理
解
を
深
め

合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
南
小
泉
中
学
校
が
行
う

非
行
防
止
を
呼
び
か
け
る
「
ア
ル

カ
ス
運
動
」
、
健
全
育
成
を
呼
び

か
け
る
「
健
全
育
成
パ
レ
ー
ド
」

と
い
う
活
動
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　
い
つ
か
中
野
平
中
学
校
で
も
こ

ん
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ず
ん
だ
団
子
作
り
で
は
、
団
子

の
あ
ん
の
部
分
と
な
る
ず
ん
だ
を

▲副市長を表敬訪問▲平和祈念式典参加

▲被爆体験のお話を聞きました

▲原爆ドームにて

▲翠町中学校との交流会

　
平
和
宣
言
で
は
、
広
島
市
長
さ

ん
が
「
こ
が
あ
な
い
び
せ
え
こ
た

あ
（
こ
ん
な
に
恐
ろ
し
い
こ
と

は
）
ほ
か
の
誰
に
も
あ
っ
ち
ゃ
あ

い
け
ん
」
と
、
被
爆
者
の
思
い
を

広
島
弁
で
代
弁
し
、
「
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
１
日
も
早
く
実
現
す

る
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
人
類
に
課

せ
ら
れ
、
死
力
を
尽
く
し
て
遂
行

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
責
務
」
と

訴
え
て
い
ま
し
た
。
僕
は
、
こ
の

体
験
を
通
し
て
、
今
ま
で
あ
ま
り

知
ら
な
か
っ
た
戦
争
や
平
和
の
こ

と
が
少
し
で
す
が
、
分
か
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。
ま
だ
世
界

に
は
、
た
く
さ
ん
の
核
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
い
つ
か
そ
の
た
く

さ
ん
の
核
が
、
全
て
な
く
な
る
日

が
来
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
世
界
中
に
本
当
の
平
和
が

訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
僕
も
こ
の
３
日
間

の
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
の
中
で
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
続
い
て
、
豊
田
中
学
校
・
翠
町

中
学
校
「
平
和
ア
ピ
ー
ル
」
が
あ

り
ま
し
た
。
今
か
ら
、
６５
年
前
に

広
島
平
和
記
念
資
料
館

　
被
爆
体
験
者
の
寺
前
さ
ん
の
お

　
短
い
間
で
し
た
が
、
音
楽
姉
妹

都
市
で
あ
る
仙
台
市
に
つ
い
て
数

多
く
の
文
化
に
触
れ
た
り
、
ま
た

中
野
市
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
南

小
泉
中
学
校
の
皆
さ
ん
に
少
し
で

も
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

と
思
う
の
で
、
本
当
に
充
実
し
た

２
日
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
僕
自
身
は
、
空
手
の
全
国
大
会

が
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
と
い
う

の
も
あ
り
、
３
回
ほ
ど
仙
台
市
を

訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

だ
そ
の
時
は
、
中
野
市
と
姉
妹
都

市
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
、
そ
れ
ほ
ど
仙
台
市
に
つ
い

て
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
２
日
間
を
終
え
て
、
今
こ
う
し

て
中
野
市
と
仙
台
市
を
比
べ
る
と

遠
く
離
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
共
通

し
て
い
る
点
が
い
く
つ
も
あ
る
ん

だ
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
僕
が
仙
台
市
に
関
心

を
持
て
た
の
は
、
こ
の
機
会
が
た

ま
た
ま
僕
た
ち
に
回
っ
て
き
た
こ

と
と
、
中
野
市
の
協
力
が
な
か
っ

た
ら
、
感
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
中
野
市
と
仙

台
市
の
関
係
が
よ
り
深
ま
っ
て
い

け
ば
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　
２
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
よ
り

多
く
の
人
々
に
伝
え
て
い
け
れ
ば

い
い
で
す
。

仙
台
市
役
所
訪
問

平
和
使
節
の
体
験
を
通
し
て

平
和
交
流
会

被
爆
体
験
者
の
講
話

▲交流会で市・学校紹介

た
。
市
役
所
に
行
っ
た
僕
た
ち

は
、
副
市
長
さ
ん
と
お
話
を
し
ま

し
た
。
副
市
長
さ
ん
は
僕
た
ち
を

温
か
く
迎
え
て
く
れ
て
、
話
し
や

す
か
っ
た
で
す
。
お
土
産
も
い
た

だ
い
て
、
僕
は
中
に
入
っ
て
い
た

「
む
す
び
丸
」
が
、
か
わ
い
か
っ

た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
写
真
も

撮
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
教
育
長
さ
ん
と
お
話
し

を
し
ま
し
た
。
教
育
長
さ
ん
も
温

か
く
迎
え
て
く
れ
て
、
と
て
も
話

し
や
す
か
っ
た
で
す
。

　
話
の
場
に
は
、
こ
れ
か
ら
交
流

す
る
南
小
泉
中
学
校
の
元
校
長
先

生
が
い
て
、
交
流
の
と
き
、
質
問

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
質
問
の

ネ
タ
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
助
か

り
ま
し
た
。

一
か
ら
作
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が

丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
初
め
て
の
体
験
で
し
た

が
、
と
て
も
お
い
し
い
ず
ん
だ
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
お
互
い
の
学
校
の
良
い
と
こ
ろ

を
吸
収
し
た
り
、
仙
台
の
名
物
を

味
わ
っ
た
り
、
と
て
も
有
意
義
な

時
間
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
っ
た
原
子
爆
弾
の
事
、
戦
争
の

事
、
平
和
の
事
を
学
び
深
く
考
え
、

具
体
的
な
行
動
を
し
て
い
く
と
い

う
内
容
で
し
た
。
連
帯
旗
交
換
が

あ
り
、
僕
た
ち
が
作
っ
て
持
っ
て

行
っ
た
平
和
を
願
う
旗
と
翠
町
中

の
み
な
さ
ん
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ

た
旗
を
交
換
し
ま
し
た
。
　
そ
し

て
、
み
ん
な
で
「
青
い
空
」
と
い

う
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　
平
和
を
願
う
気
持
ち
で
歌
え
て

よ
か
っ
た
で
す
。
翠
町
中
学
校
は
、

広
島
に
落
と
さ
れ
た
原
子
爆
弾
と

の
か
か
わ
り
が
と
て
も
深
く
、
平

和
に
つ
い
て
全
校
で
考
え
て
い
く

中
学
校
で
し
た
。
翠
町
中
学
校
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
学
べ
て
、

平
和
・
戦
争
を
真
剣
に
考
え
る
良

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

話
し
を
お
聞
き
し
て
、
私
は
い
ろ

ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
寺
前
さ
ん
は
、
私
た
ち
と
同
じ

１５
歳
の
時
に
被
爆
し
ま
し
た
。
寺

前
さ
ん
は
原
爆
に
よ
っ
て
顔
に
け

が
を
し
ま
し
た
。
両
親
が
気
を
使

い
自
分
の
顔
を
寺
前
さ
ん
は
、
見

せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ

る
時
、
弟
た
ち
が
「
お
姉
ち
ゃ
ん

お
化
け
み
た
い
な
顔
に
な
っ
た
」

と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
聞

い
て
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
私
は
、
ど
れ
く
ら
い
け

が
が
、
ひ
ど
か
っ
た
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
痛
か
っ
た
り

辛
か
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
事
を
考
え
る
と
胸
が
痛

く
な
り
ま
す
。
私
だ
っ
た
ら
、
苦

し
く
て
い
や
で
死
ん
で
し
ま
う
と

思
い
ま
す
。
寺
前
さ
ん
も
「
死
に

た
い
」
と
思
う
時
が
、
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
今
は
生
き
て
い
て
良

か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。
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任
期
満
了
に
伴
う
長
野
県
知
事

選
挙
の
投
票
が
、
８
月
８
日
に
行

わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
阿
部

守
一
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
野
市
分
の
投
・
開
票
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

有
権
者
数
　
３
万
７
６
６
２
人

　
　
　
男
　
１
万
８
１
９
８
人

　
　
　
女
　
１
万
９
４
６
４
人

投
票
者
数
　
１
万
７
４
９
１
人

　
　
　
男
　
　
　
８
８
０
０
人

　
　
　
女
　
　
　
８
６
９
１
人

投
票
率
　
　
46
・
44
％

長
野
県
知
事
選
挙
　
投
・
開
票
結
果

　中野市議会では、議会改革について調査・研究するた
め、「議会改革検討委員会」を設置し、８月４日に第１
回検討委員会を開催しました。
　今後は、新たな視点に立って検討を進めてまいります。
　つきましては、広く市民の皆さんからも具体的な議会
改革に対するご意見をお聞きしたいので、次の要領でご
意見をお寄せください。

募集期限　９月30日㈭
ご意見の提出方法　郵送、ファクス、Ｅメール
ご意見の提出先　〒３８３－８６１４（住所記載不要）
市役所議会事務局
ファクス（２２）５９２２
Ｅメール　gikai@city.nakano.nagano.jp

問い合わせ先　市役所議会事務局庶務係
　　　　　　　☎（２２）２１１１（内線３１６）

議会改革
に対する ご意見を募集します

　
現
在
、
市
で
は
、
計
画
的
か
つ

効
率
的
に
水
道
事
業
を
進
め
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
全
で
良
質
な
水

道
水
を
安
定
し
て
供
給
し
て
い
く

た
め
の
基
本
計
画
と
な
る
「
中
野

市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
中
野
市
の
水
道
の
現

状
を
分
析
・
評
価
す
る
こ
と
で
、

課
題
を
抽
出
し
、
将
来
へ
の
目
標

を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
具

体
的
な
施
策
や
方
針
を
示
す
も
の

で
す
。

　
今
回
、
こ
れ
ま
で
検
討
を
重

ね
、
ま
と
め
て
き
ま
し
た
「
中
野

市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン（

案）

」
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
す
る

た
め
、
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
応
募
い
た
だ
い
た
ご
意

見
に
対
す
る
個
別
回
答
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
ご
意
見
の
内
容
と
市
の
回
答
は

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表

し
ま
す
。

※
氏
名
、
住
所
な
ど
の
個
人
情
報

は
公
表
し
ま
せ
ん
。

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
の
閲
覧
場
所

○
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
市
役
所
上
下
水
道
課
上
水
道
係

○
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
振
興
係

募
集
期
間
　
９
月
６
日
㈪
～
２4
日
㈮

応
募
方
法
　
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
上
下

水
道
課
上
水
道
係
ま
た
は
豊
田

支
所
地
域
振
興
課
振
興
係
に
あ

り
ま
す
。

応
募
先
　
〒
３
８
３-

８
６
１
４

（
住
所
記
載
不
要
）
市
役
所
上
下

水
道
課
上
水
道
係

フ
ァ
ク
ス
　
�
２
６
６
６

Ｅ
メ
ー
ル　

jyogesui@city.
nakano.nagano.jp

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
上
下
水
道
課
上
水
道
係

☎
�
２
１
１
１（

内
線
２
８
２）

に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

中
野
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

　
　
　
男
　
48
・
36
％

　
　
　
女
　
44
・
65
％

有
効
投
票
　
１
万
７
３
１
５
票

無
効
投
票
　
１
７
６
票

候
補
者
別
得
票
数
（
得
票
順
）

腰
原
愛
正
（
無
・
新
）

　
　
　
　
　
　
　
７
２
８
７
票

阿
部
守
一
（
無
・
新
）

　
　
　
　
　
　
　
６
７
０
１
票

松
本
　
猛
（
無
・
新
）

　
　
　
　
　
　
　
３
３
２
７
票

問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

投票風景（第3投票所）

　この事業は、「全国モーター
ボート競走施行者協議会」の
拠出金を受けて実施します。

マイ食器（皿・箸など）をご用意ください

　当日は、やきそば、おやき、パンなどの
販売もあります。マイ食器を持参すると
サービスがあります。（※洗い場がありま
すので、食器拭きもご用意ください）

期日　９月２6日㈰　
時間　午前10時～午後３時
会場　中野市市民会館
内容　体験や工作コーナー、企業・団体ブース、
　　　飲食コーナーなど
問い合わせ先
市役所環境課衛生係　☎（２２）２１１１（内線２４５）

信州中野 環
か ん き ょ う さ い

境祭２０1
0

　
ご
み
と
資
源
物
の
分
け
方
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
行
程
、
中
野
市

の
自
然
環
境
か
ら
地
球
温
暖
化
に
至
る
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
楽
し
み
な
が
ら
環
境
問
題
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て

「
信
州
中
野
環
境
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
て
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
は
、
今
月
中
旬
に
全
戸
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　現在、信州中野ものしり博士検定（修士
試験）の受験者を募集しています。
　今年は初級として、中野市全般に関する、
標準的な知識問題を出題します。
　皆さん、奮ってご応募ください。
　募集要件など詳しくは、市公式ホーム
ページ（http://www.city.nakano.nagano.jp）
をご覧ください。

募集期限　９月13日㈪
試験期日　９月２6日㈰
試験時間　午前９時30分から
試験会場　勤労青少年ホーム
　　　　　２階　集会室

　市内で活躍しているＮＰＯ（特定非営利
活動法人）の活動を、皆さんに知っていた
だく機会として、「信州中野環境祭」に
「ＮＰＯ活動紹介コーナー」を設置します。
　ＮＰＯを身近に感じていただける機会で
すので、ぜひお立ち寄りください。

期日　９月２6日㈰
会場　市民会館43号会議室ほか

信州中野ものしり博士検定
（修士試験）を実施します

市内ＮＰＯ団体の活動を紹介します

同
時
開
催

昨年の様子
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「
２
０
１
０
健
康
づ
く
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
１０
月
１６
日
㈯
、

中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ
・
エ
フ
バ
イ
エ
ー
中

野
、
な
が
で
ん
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
中
野
で
開
催
し
ま
す
。

　
「
健
康
は
家
族
の
幸
せ
、
み
ん

な
の
願
い
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

健
康
づ
く
り
を
題
材
と
し
た
、
楽

し
く
、
そ
し
て
た
め
に
な
る
企
画

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

2010
健
康
づ
く
り

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
　16

期
日
　
１０
月
２３
日
㈯

時
間
　
午
前
１０
時
（
出
発
式
）
～

午
後
１
時
（
ゴ
ー
ル
）

集
合
　
高
梨
館
跡
公
園
（
受
付
、

出
発
式
、
ス
タ
ー
ト
）

主
会
場
　
中
野
陣
屋
前
広
場
（
ゴ

ー
ル
。
信
越
放
送
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

タ
ジ
オ
設
置
）

駐
車
場
　
旧
中
野
高
等
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド

募
集
定
員
　
各
コ
ー
ス
５０
人
（
計

１
５
０
人
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
と
共
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
賞
　
記
念
品

参
加
費
　
無
料

申
込
期
間
　
９
月
１３
日
㈪
～
１０
月

１２
日
㈫

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

い
た
だ
く
か
、
電
話
に
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、

市
役
所
商
工
観
光
課
、
豊
田
支
所

地
域
振
興
課
、
信
州
な
か
の
観
光

協
会
に
設
置
し
て
あ
る
ほ
か
、

期
日
　
１０
月
１６
日
㈯

時
間
　
午
後
１
時
半
～
４
時
半

会
場
　
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
・
エ
フ
バ

イ
エ
ー
中
野
、
な
が
で
ん
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
中
野

内
容

○
講
演
会

・
講
師 

宝た
か
ら
だ田

恭き
ょ
う
こ子 

氏
（
歯
科

医
師
）

・
演
題
『
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
元
気

に
な
る
き
れ
い
に
な
る
』

○
健
康
コ
ー
ナ
ー

血
糖
値
・
血
圧
・
骨
密
度
測
定
、

健
康
相
談
、
糖
尿
病
相
談
、
歯

科
検
診
、
子
育
て
相
談
な
ど

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
無
料
体
験
・

運
動
指
導

　
他
に
も
、
介
護
用
品
展
示
、
地

元
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
、
可
燃

ご
み
指
定
袋
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

▲健康コーナー（昨年の様子）

回 期日 時間 内容

1 9月３０日㈭ 午後1時３０分～3時

講義）演題「知っていますか？歯周病」
   講師 古田歯科医院院長 古田義博氏
   内容 歯周病の症状、怖さ、予防方法など
健診）歯科医師（古田義博氏）による、口腔内診査、歯周病の精密

検査、歯と歯肉の記念写真、顕微鏡で口の中の細菌観察
   ※申し込み時に配布するアンケートを持参してください。

2 １０月１２日㈫（予約制） 午後1時３０分～3時 ☆一人ひとり結果説明と、お口の健康管理プログラムの提案
実習①効果的な歯磨き ②歯周病予防のための生活・食習慣改善

3 １０月２６日㈫（予約制） 午後1時３０分～3時
☆歯周病予防でアンチエイジング（加齢に伴う症状の予防）
お口の中の良好な状態が維持できるよう支援します。
実習③お口のエクササイズ

4 １１月１６日㈫ 午後1時３０分～3時 ☆歯周病予防のための生活・食習慣改善のアドバイス

5 １１月３０日㈫ 午前１０時～午後1時
☆咀

そ し ゃ く

嚼・嚥
え ん げ

下とは・・・
実習④咀嚼力（噛

か

む力）・嚥下力（飲み込む力）をチェック
　　⑤調理実習～再発見！食べる楽しさ・噛める楽しさ!～

6 １２月２２日㈬ 午後1時３０分～3時 口腔内最終確認、グループワーク

▼教室の日程

問い合わせ・申し込み先 市役所健康長寿課健康管理係 ☎（２２）２111（内線２４２）

歯 周 病 予 防 教 室
会　場　中野保健センター
対　象　１９歳以上
受講料　無料
定　員　１５人（先着）
申込期限　9月２２日㈬

 歯を失う原因の半分を占める歯周病。加齢に
よる影響もありますが、食事や歯磨き、過労、
禁煙などの生活習慣と密接な関係があります。
 この教室では、歯周病予防をはじめ歯や歯肉
の積極的な健康づくり方法について、体験学習
を通して楽しく学びます。

　
市
街
地
の
賑
わ
い
の
創
出
と
観
光
資
源
（
歴
史
・
文
化
・
自

然
・
農
産
物
）
の
認
知
度
を
高
め
、
市
の
観
光
振
興
を
図
る
た

め
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
り
市
内
の
名
所
・

イ
ベ
ン
ト
を
巡
る
「
第
２
回
な
か
の
巡
り
Ｅ
Ｙ
Ｅ
ウ
ォ
ー
ク
」
を

開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　当日は、中野陣屋前広場で「なかの Ebesa」（九斎市、ＴＨE ☆若者・まちなか音楽会など）、日本土人形
資料館で「日本土人形資料館まつり」、高梨館跡公園で「秋の高梨まつり」、東横町で「あんと市」がそれ
ぞれ開催されます。事前申し込みは必要ありませんので、ぜひ、ご参加ください。

な
か
の
巡
り
Ｅ
Ｙ
Ｅ
ウ
ォ
ー
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

city.nakano.nagano.jp/city/
shokan/m

-w
alk/index.htm

l

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

○
な
か
の
街
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所

商
工
観
光
課
内
）

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４
（
住
所
記

載
不
要
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

フ
ァ
ク
ス
�
５
９
２
４

Ｅ
メ
ー
ル
　shoko@

city.nakano.
nagano.jp

○
信
州
な
か
の
観
光
協
会

〒
３
８
３
‐
０
０
２
２
　
中
野
市

中
央
二
丁
目
２
番
６
号

☎
�
２
１
１
１

フ
ァ
ク
ス
�
８
５
５
０

Ｅ
メ
ー
ル
　info@

nakanokanko.
jp※

受
付
時
間
は
、
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
を
除
く
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
信
州
な
か
の
観
光
協
会
は
、

土
曜
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

第２回 なかの巡りＥＹＥウォーク

「未知を歩こう信州」信州デスティネーションキャンペーン特別企画参画
①「参

み ち

道を歩こう」歴史ある神社仏閣を巡るコース（４．５㎞）
高梨館跡公園→霊閑寺無相大師祖堂→日本土人形資料館
→常楽寺（本堂・五百羅漢）→南照寺（川東善光寺）→中野陣屋前広場

②「山
み ち

道を歩こう」高梨氏縁の地巡りと鴨ヶ岳登山コース（４．６㎞）
高梨館跡公園→鴨ケ岳登山→日本土人形資料館→霊閑寺無相大師祖堂
→鈴泉寺山門・陣屋井戸→中野陣屋前広場

③「美
み ち

知を歩こう」高梨氏縁の地巡りと土人形絵付け体験コース（２．５㎞）
高梨館跡公園→巡り逢いの丘→日本土人形資料館（土人形絵付け体験）
→霊閑寺無相大師祖堂→鈴泉寺山門・陣屋井戸→中野陣屋前広場
※いずれのコースも、スタートは午前１０時１０分（高梨館跡公園）、ゴールは午後1時ごろ（中野陣屋前
広場）となります。当日は万全の健康管理の下ご参加ください。万一事故が発生した場合、主催者は
傷害保険に加入している範囲および応急措置以外の責任を負い兼ねますので、ご了承ください。

「信州デスティネーションキャンペーン」とは、平成２２年１０月
から３カ月間、ＪＲグループと長野県の観光関係者や市町村
などが一体となって実施する、大型観光キャンペーンです。

▲宝田恭子氏



【国民健康保険税の納入について】
　保険税は１世帯ごと「世帯主」が納税義務者となり課税されます。
　保険税を滞納している世帯には、保険証は送付せずに、市役所に来庁い
ただき、納税相談の上、交付する場合があります。保険税納入通知書に記
載されいている納期限までに納入をお願いします。口座振替の方は、口座
残高の確認をお願いします。

国
民
健
康
保
険
証
の

　
　
　
　

有
効
期
限
は
９
月
30
日
で
す

問い合わせ先
市役所人権政策課啓発推進係
☎（２２）２１１１（内線２４６）
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新
し
い
保
険
証
を
９
月
下
旬
に

郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
１０
月
１
日

か
ら
使
用
で
き
ま
す
。
色
は
一
般

用
が
藤
色
、
退
職
者
用
は
黄
色
に

変
わ
り
ま
す
。

　
保
険
証
は
、
保
険
に
加
入
し
て

い
る
こ
と
を
証
明
す
る
大
切
な
も

の
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
医
療
機
関
を

受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
7０
歳
以
上
7５
歳
未

満
の
方
は
、
保
険
証
と
高
齢
受
給

者
証
（
緑
色
）
を
あ
わ
せ
て
医
療

機
関
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
の
窓
口
負
担
割
合
は

３
割
で
す
。
義
務
教
育
就
学
前
は

２
割
、
7０
歳
以
上
で
所
得
が
現
役

並
み
所
得
以
外
の
方
は
１
割
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
7５
歳
以
上
の
方

と
、
６５
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の

認
定
を
受
け
た
方
に
は
７
月
末
に

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
」

(

桃
色)

を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
古
い
保
険
証
は
、
１０
月

１
日
以
降
に
ご
自
宅
で
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。
今
回
、
保
険
証
裏
面

に
「
臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
表

示
欄
」
を
表
示
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
臓
器
の
移
植

に
関
す
る
法
律
な
ど
の
改
正
に
よ

り
、
移
植
医
療
に
関
す
る
啓
発
や

知
識
の
普
及
を
進
め
る
た
め
の
も

の
で
す
。
こ
の
意
思
表
示
欄
へ
の

記
入
は
任
意
で
、
義
務
付
け
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　部落差別のひとつである差別戒（法）名
について、専門の講師を招いて学習します。

期日　９月3０日㈭
時間　午後３時
会場　豊田文化センター　ホール
演題　差別戒（法）名が問うもの
講師　郷土史家、長野県差別戒（法）名調
　　　査委員会委員　小

こ ば や し

林大
だ い じ

二さん
主催　「差別戒（法）名墓碑移転にともな
　　　う人間の尊さを求め実現する会」

　
人
権
問
題
に
対
す
る
理
解
と
人

権
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
１０
月
２
日
㈯
、
「
人
権
セ

ン
タ
ー
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。
ご
近
所
お

誘
い
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
作
品
・
ポ
ス
タ
ー
展
示
】

時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

会
場
　
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

内
容
　
当
館
の
地
域
交
流
事
業
の

教
室
作
品
、
集
会
所
利
用
者
趣
味

の
会
の
皆
さ
ん
の
作
品
お
よ
び
人

権
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

【
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
】

時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
２
時

会
場
　
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

内
容
　
日
用
品
雑
貨
や
農
産
物
な

ど
の
バ
ザ
ー
や
ベ
ト
ナ
ム
支
援
の

竹
ト
ン
ボ
玩
具
の
販
売
を
行
い
ま

す
。
ほ
か
に
赤
飯
・
山
菜
お
こ
わ

の
販
売
や
無
料
き
の
こ
汁
の
提
供

も
あ
り
ま
す
。

【
記
念
講
演
】

時
間
　
午
後
１
時
3０
分
～
３
時

会
場
　
中
央
公
民
館
　
講
堂

演
題
　
み
ん
な
違
う
顔
、
で
も
同

じ
ハ
ー
ト

出
演
　
笑し

ょ
う
ふ
く
て
い

福
亭
松し

ょ
う
し枝
さ
ん

　
笑
福
亭
松
枝
さ
ん
…
昭
和
２５
年

（
１
９
５
０
年
）
大
阪
府
貝
塚
市

生
ま
れ
。
６９
年
高
校
卒
業
後
、
故

６
代
目
笑
福
亭
松し

ょ
か
く鶴
に
入
門
。
１

日
８
席
独
演
会
、
3６
席
リ
ク
エ
ス

ト
独
演
会
、
１
日
１０
席
マ
ラ
ソ
ン

独
演
会
ほ
か
、
社
会
問
題
を
テ
ー

マ
に
し
た
新
作
落
語
出
前
公
演
会

な
ど
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
「
ア
ノ
人
は
普
通

じ
ゃ
な
い
。
自
分
達
と
違
う
。
確

か
に
違
う
顔
。
で
も
心
の
痛
み
は

同
じ
。
他
人
事
と
思
っ
て
い
る

と
、
自
分
も
知
ら
ず
知
ら
ず
人
を

傷
つ
け
て
い
る
か
も
」
な
ど
に
つ

い
て
、
落
語
を
通
し
、
自
ら
の
体

験
を
交
え
て
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
中
野
市
人
権
セ
ン

タ
ー
）
☎
�
２
２
８
７

人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
開
催

人権擁護に関する
　　　講演会開催

○国勢調査は、日本に住んでいるすべての人が対象となります。
○９月下旬に、総務大臣から任命された国勢調査員が皆さんのお宅へ、
　調査票の配布に伺います。
○１０月１日現在の皆さんの状況を調査票に記入していただきます。
○記入していただく項目は、氏名、男女の別、世帯主との続柄、出生の
　年月、従業地または通学地、就業状態、住居の種類など２０項目です。
○国勢調査の結果は、少子高齢化社会への取り組みや皆さんのまちづく
　りに生かされます。
○国勢調査員をはじめとする調査関係者には、守秘義務があり、調査内
　容の秘密は保護されます。

１０月１日に国勢調査を実施！

総務省統計局　http://www.stat.go.jp/　長野県

問い合わせ先
市役所政策情報課統計交流係　☎（２２）２１１１（内線２１７）平成22年１０月１日㈮

　
市
内
の
音
楽
愛
好
家
の
方
や
一

般
の
方
を
対
象
に
、
発
声
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
本
年
度
も
、
講

師
に
佐
原
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

発
声
の
基
礎
か
ら
実
践
ま
で
、
や

さ
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
指
導
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
合
唱
に
興
味
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
始
め
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る

方
も
大
い
に
歓
迎
で
す
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
１０
月
３
日
㈰

時
間
　
午
後
１
時
3０
分
～
４
時
3０

▼▲昨年の発声講習会

合
唱
の
た
め
の発声

講
習
会

▲笑福亭松枝さん

分
（
受
付
１
時
～
１
時
3０
分
）

会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

講
師
　
佐
原
玲
子
先
生
（
サ
イ
ト

ウ
キ
ネ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
指
導
者
）

参
加
費
　
無
料

主
催
　
中
野
市
、
中
野
市
音
楽
団

体
連
盟

申
込
期
限
　
９
月
２4
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

市
役
所
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
）

こんなとき 届け出（代理可） 必要なもの
勤務先の健康保険
証を持っているの
に保険証が送られ
てきた。

国民健康保険を離脱する届
け出がされておらず、国民
健康保険にも加入している
ことになるため、届け出が
必要になります。

・勤務先の保険証
・国民健康保険証
・印鑑

会社などを退職し
ているのに保険証
が送られてこない。

国民健康保険への加入の手
続きがされていない場合
は、保険証が送られません
ので、届け出が必要になり
ます。

・勤められていた会社     
からの健康保険離脱
証明書など

・印鑑
・身分証明書など（※１）

【届いた保険証の確認】
　記載内容を確認していただき、次の項目に該当する方は、必ず、市役所
市民課または支所地域振興課へ届け出してください。

※１）6０ 歳以上 65 歳以下の方で退職などされ、年金証書をお持ちの方は年金証書が必要です。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
３
１)



　
昨
年
、
市
内
で
キ
ノ
コ
栽
培
の

過
程
に
お
い
て
、
蛍
光
管
破
損
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
県
内
で

も
同
様
の
事
故
発
生
事
例
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
事
故

の
再
発
防
止
と
発
生
時
の
現
場
対

応
に
つ
い
て
の｢

き
の
こ
栽
培
に

お
け
る
蛍
光
管
破
損
事
故
再
発
防

止
及
び
破
損
事
故
発
生
時
の
現
場

県庁園芸畜産
課・農業技術
課・信州の木
振興課

　次のような相談が増え
ています。消費者トラブ
ルは身近な問題です。

事例…「羽毛布団の無料
点検に伺いたい」と電話
があった。男性がやって
きて、「この布団では病
気になる」と高額な布団をその場で売りつけられ
契約してしまった。
アドバイス…点検という目的でやってきても、実
際は強引に高額な商品を売りつけてきます。その
場で契約することは絶対にやめましょう。
解決方法…契約日から８日以内であれば、「クー
リング・オフ」ができます。契約は最初からな
かったことになり、代金は全額返金され、違約金
なども請求されません。郵便はがきに「契約を解
除したい」旨記入し、販売業者に特定記録で送り
ます。はがきはコピーして５年間は保存しましょ
う。割賦契約も同時にした場合は、クレジット会
社にも送りましょう。
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Ｑ　

先
日
受
け
た
健
康
診
断
で
高

血
圧
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
減
塩

が
大
切
だ
と
聞
き
ま
す
が
、
減
塩

を
続
け
る
た
め
に
、
何
か
う
ま
く

い
く
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
、
減
塩
以
外
に
、
気
を
つ

け
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
　
高
血
圧
は
、
動
脈
硬
化
を
促

進
さ
せ
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
、
腎

臓
病
な
ど
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ

が
あ
り
、
予
防
・
改
善
方
法
の
代

表
と
し
て
減
塩
が
勧
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
高
血
圧
症
の
方
の
減
塩

目
標
量
は
１
日
６
㌘
未
満
で
す

（
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
０
９
よ
り
）
。
濃
い
味
を

「
お
い
し
い
」
と
覚
え
て
し
ま
う

と
、
薄
い
味
に
満
足
し
に
く
く
な

り
が
ち
で
す
が
、
工
夫
で
き
る
こ

と
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
減
塩
の
工
夫
〉

▽
酢
や
香
辛
料
（
コ
シ
ョ
ウ
・
ワ

サ
ビ
・
カ
レ
ー
粉
）
、
レ
モ
ン

汁
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
酸
味
な
ど

を
上
手
に
利
用
す
る
。

▽
煮
物
や
汁
物
は
、
だ
し
汁
を
濃

厚
に
取
り
、
味
付
け
を
塩
や
味

噌
だ
け
に
頼
ら
な
い
。

▽
し
ょ
う
ゆ
は
、
「
か
け
る
」
よ

り
も
、
舌
に
触
れ
る
表
面
部
分

だ
け
に
「
つ
け
る
」
。

▽
味
噌
汁
は
回
数
を
減
ら
す
か
、

具
だ
く
さ
ん
に
し
て
、
飲
む
汁

を
少
な
く
す
る
。

▽
野
菜
や
海
藻
類
を
十
分
に
取

る
。
体
内
の
余
分
な
塩
分
（
ナ

ト
リ
ウ
ム
）
を
尿
と
し
て
排
泄

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・
家
庭
で
も
血
圧
を
測
る

・
肥
満
予
防
　

・
運
動
習
慣
を
も
つ
　
　

・
自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法

を
も
つ

・
禁
煙
す
る

　
健
康
診
断
で
要
医
療
判
定
の
人

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

電
話
医
療
相
談
所
で
は
こ
の
４
月
か
ら
開
所
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た
。

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
平
日
、
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
１０
時
ま
で
、

看
護
師
や
保
健
師
が
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談
の

あ
る
場
合
は
☎
�
０
３
０
０
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

北
信
総
合
病
院
医
療
安
全
管
理
室

☎
�
２
１
５
１
（
内
線
５
５
２
２
）

こ
ん
に
ち
は

電
話
医
療
相
談
所
で
す

地
元
食
材
を
食
べ
て
健
康

　

づ
く
り
！

今
が
旬
「
ブ
ド
ウ
」

　　
市
内
で
は
、
露
地
栽
培
ブ
ド
ウ

の
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
収

穫
期
は
、
品
種
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
９
月
下
旬
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
特
徴
の
ブ
ド
ウ
が
味
わ
え

ま
す
。

ブ
ド
ウ
の
選
び
方　

皮
に
、
は
り

が
あ
り
、
軸
の
太
い
も
の
が
新
鮮

で
す
。
ブ
ド
ウ
の
粒
の
表
面
に
ブ

ル
ー
ム
と
い
う
白
い
粉
が
つ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
病
気
や
乾
燥

か
ら
守
る
た
め
に
実
か
ら
出
た

も
の
な
の
で
、
粉
が
き
れ
い
に

つ
い
て
い
る
も
の
を
お
勧
め
し

ま
す
。

保
存
方
法　

ポ
リ
袋
な
ど
に
入

れ
冷
蔵
庫
の
野
菜
室
で
保
存
し

て
く
だ
さ
い
。
な
る
べ
く
早
め

に
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

栄
養
・
効
能　

主
成
分
は
、
果

糖
と
ブ
ド
ウ
糖
で
す
。
体
内
で
、

す
ば
や
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な

る
の
で
、
疲
労
・
体
力
回
復
に

効
果
的
で
す
。
ま
た
、
黒
皮
と

赤
皮
の
ブ
ド
ウ
に
は
、
抗
酸
化

作
用
の
あ
る
「
ア
ン
ト
シ
ア

ン
」
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
ご
み
の
更
な
る
減
量

を
図
る
た
め
、
今
ま
で
可
燃
ご
み

と
し
て
焼
却
処
理
し
て
い
た
「
生

ご
み
」
の
再
資
源
化
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
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可
燃
ご
み
に
含
ま
れ
る
生
ご
み

の
割
合
は
約
４
割
あ
り
、
生
ご
み

を
分
別
し
再
資
源
化
す
る
こ
と

は
、
焼
却
炉
・
最
終
処
分
場
の
延

命
や
循
環
型
社
会
の
形
成
な
ど
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
10
月
か
ら
試
験
的
に

生
ご
み
の
分
別
収
集
を
行
う
た

め
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ご
家
庭

を
募
集
し
ま
す
。

実
施
期
間
　
10
月
～
平
成
23
年
3

月
（
６
カ
月
間
）

生
ご
み
分
別
収
集
の

キ
ノ
コ
栽
培
時
の
蛍
光
管
破
損
事
故
再
発
防
止
等
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
ま
し
た

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル｣

を
策
定
し
ま

し
た
。
キ
ノ
コ
栽
培
に
関
係
す
る

皆
さ
ん
に
は
、
破
損
事
故
発
生
時

の
適
切
な
対
応
、
破
損
事
故
の
再

発
防
止
な
ど
に
心
掛
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容

①
破
損
防
止
の
た
め
の
事
前
点
検

②
交
換
時
の
破
損
事
故
防
止

③
飛
散
リ
ス
ク
の
小
さ
い
器
具
へ

の
更
新

④
破
損
事
故
発
生
時
の
対
応

⑤
蛍
光
管
が
破
損
し
た
場
合
の
掃

除
の
手
順

●
事
故
報
告
に
つ
い
て

　
蛍
光
管
破
損
事
故
が
起
き
た
場

合
、
当
事
者
は
直
ち
に
経
営
者
に

報
告
し
、
経
営
者
は
直
ち
に
、
Ｊ

Ａ
系
統
の
場
合
は
Ｊ
Ａ
へ
、
Ｊ
Ａ

以
外
の
場
合
は
市
役
所
農
政
課
へ
、

所
定
の
被
害
報
告
様
式
に
よ
り
、

報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
詳
細
お

よ
び
被
害
報
告
様
式
は
、
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w.city.nakano.nagano.
jp/

）
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
農
政
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

【事故の報告ルート】

【運動の重点】
高齢者の交通事故防止を基本として
◆すべての座席のシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底

◆夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事
故防止（特に、反射材用品などの着用の推進）

◆飲酒運転の根絶
◆生活道路における交通事故の防止
　交通安全の主役は自分自身であることを認識し、
一人ひとりの心掛けで交通事故をなくしましょう。

秋の全国交通安全運動
９月21日㈫～30日㈭

信濃路は ルールとマナーの 走るみち。

▲露地栽培ブドウ：巨峰

消費生活相談
消費者トラブルと解決法【第１回】

問い合わせ先
市役所市民課生活交通安全係
☎（２２）２１１１（内線２3８）
県長野消費生活センター
☎０２６（２２3）６７７７

信州中野まごころのカード発行信州中野まごころのカード発行
ふるさとの味を贈り物で

問い合わせ先
㈶中野市産業公社　☎（２２）２１１１（内線２９９）

　市内の農産物や加工品などを取り揃えた、選べる
カードギフトを発行しました。どうぞご利用ください。
販売価格　１冊3，１５０円
有効期限　９月１日㈬～平成23年２月2８日㈪

ＪＡ
系統

ＪＡ全
農長野

北信地方事
務所農政課

（北信農業
改良普及セ
ンター）

ＪＡ
以外

生産者

生産者

ＪＡ

市

→

→

→

→ →

収
集
日　

毎
週
月
・
金
曜
日

※
年
始
・
祝
日
は
休
止
し
ま
す

収
集
方
法
　
戸
別
収
集

排
出
方
法
　
生
ご
み
専
用
の
紙
袋

※
市
か
ら
配
布
し
ま
す

募
集
世
帯
　
若
干
数

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

募
集
期
限　

９
月
15
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
衛
生
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）

協
力
世
帯
を
募
集
し
ま
す

問い合わせ先　市役所市民課生活交通安全係
　　　　　　  ☎（２２）２１１１（内線２3８）



す
る
競

争
意
識

が
生
ま

れ
ま
す

が
、
一

方
、
序

列
意
識

に
よ
っ

て
、
自

信
を
失

っ
た
り
、
劣
等
感
に
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
異
年
齢
集
団

の
活
動
は
過
去
の
自
分
を
思
い
起

こ
し
な
が
ら
、
自
分
の
成
長
を
確

認
し
、
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
体
得
す
る
場
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
学
び
は
教
室
の

「
座
学
」
だ
け
で
な
く
、
体
験
学

習
の
中
で
、
身
体
を
動
か
し
な
が

ら
知
恵
と
感
性
を
磨
き
ま
す
。
家

庭
生
活
で
は
動
物
の
飼
育
か
ら
料

理
ま
で
、
幅
広
い
活
動
の
場
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
し
ば
し
ば
わ

が
子
の
意
外
な
成
長
と
出
会
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
　 異年齢集団活動の様子

教
育
を
拓ひ

ら

く
知
恵
　
　
　
　
中
野
市
立
倭
小
学
校
編

～
身
体
を
動
か
し
、
頭
を
働
か
せ
、
心
に
感
じ
る
体
験
学
習
～

　
７０
人
と
い
う
小
規
模
校
の
良
さ
に
立
ち
、

地
域
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
の
持
ち
味
と
地

域
の
方
々
の
教
育
力
の
支
援
を
通
し
て
、
学

校
目
標
『
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
子
ど
も
』

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
校
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
一
つ
に
、

「
身
体
を
動
か
し
、
頭
を
働
か
せ
、
心
に
感
じ
る
」
体
験
学
習
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
三
つ
の
活
動
場
面
を
通
し
て
、
小
学
生
の

体
験
学
習
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

平成22年９月号19 平成22年９月号 18

や
る
気
を
育
て
る
た
め
に

異
年
齢
集
団
の
活
動
で

自
分
を
確
か
め
て
い
ま
す

　
１
年
生
の
朝
顔
の
学
習
で
す
。

「
石
っ
こ
ろ
み
た
い
。」
と
、
手
で

触
っ
て
種
の
観
察
を
し
て
か
ら
種

ま
き
を
し
ま
し
た
。数
日
後「
葉
っ

ぱ
の
数
は
18
枚
。
も
う
ち
ょ
っ
と

出
て
き
ま
す
。
も
う
ち
ょ
っ
と
、

が
ん
ば
っ
て
ね
。」
と
、
思
い
を

朝
顔
に
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
羊
の
メ
イ
ち
ゃ
ん
の
世
話
を
し

て
い
る
２
年
生
は
、
下
に
落
ち
た

餌
を
食
べ
な
い
メ
イ
ち
ゃ
ん
の
た

め
に
、
ど
ん
な
餌
箱
が
い
い
か
考

え
続
け
て
い
ま
す
。
飯
山
養
護
学

校
と
交
流
し
て
い
る
４
年
生
は
、

「
自
分
た
ち
だ
け
が
楽
し
け
れ
ば

い
い
の
か
。」
と
、 

相
手
の
思
い

に
寄
り
添
い
始
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
は

身
体
や
頭
、
心
を
使
っ
た
活
動
を

す
る
中
で
、
つ
ま
ず
き
な
が
ら
問

題
解
決
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い

き
ま
す
。
大
人
は
子
ど
も
が
失
敗

し
な
い
よ
う
に
、
先
回
り
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
何
度
も
工
夫

し
て
解
決
し
た
と
き
に
自
信
の

根
っ
こ
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

　
家
の
手
伝
い
で
も
叱
ら
な
い
で
、

ど
う
解
決
し
て
い
く
か
見
守
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

編
集
／
中
野
市
教
育
委
員
会

№
42

　
『
倭
じ
ゅ
く
』
は

３
年
生
か
ら
６
年

生
・
約
54
人
が
、
得

意
分
野
を
持
つ
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
学
ぶ

学
習
で
す
。
分
野

は
料
理
や
工
作
、
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
音

楽
や
染
色
な
ど
で
、

年
間
1０
時
間
で
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
知
り
合

う
契
機
と
な
り
、
双
方
の
距
離
が

一
層
縮
ま
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち

に
、
さ
ら
に
細
や
か
な
目
配
り
を

し
て
い
た
だ
き
、
互
い
に
あ
い
さ

つ
が
交
わ
し
や
す
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の

皆
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
特
技
に
感

動
し
、
尊
敬
の
心
情
を
培
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
校
と
地
域
が

双
方
向
で
か
か
わ
り
合
う
『
学
社

連
携
』
の
営
み
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
は
確
実
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　『
ゆ
っ
く
り
走
っ
た
つ
も
り
だ

っ
た
け
ど
、
気
づ
け
ば
す
ご
く
速

く
走
っ
て
い
ま
し
た
。
捕
ま
え
た

１
年
生
の
手
は
私
の
半
分
ぐ
ら
い

の
大
き
さ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。ち
っ
ち
ゃ
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
背
は
私
の
ひ
ざ
立
ち
ぐ
ら
い
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
も
こ
ん
な

と
き
が
あ
っ
た
の
か
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。』（
６
年
女
子
）

　
こ
れ
は
１
年
生
と
遊
ん
だ
後
の

６
年
生
の
感
想
の
一
部
で
す
。
異

年
齢
集
団
で
活
動
す
る
中
で
、
か

つ
て
の
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、

小
さ
な
子
へ
の
慈
し
み
の
心
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
年
齢
集
団
で
は
、
切せ

っ

さ

た

く

ま

磋
琢
磨

職員採用試験
　平成２２年度市職員採用初級試験（土木）を行います。受験を希望される方は、市役所庶務課・総合窓口
案内、豊田支所地域振興課、北部・西部の各公民館、永田窓口サービスステーションにある受験案内で受
験資格などを確認の上、所定の試験申込書により申し込みをしてください。
　なお、受験案内・試験申込書は、市公式ホームページからダウンロードいただけます。

受験申し込み　市役所庶務課職員係
問い合わせ先　☎（２２）２１１１（内線２09・２１3）

　
篠
井
区
で
は
、
お
祭
り
や
球
技

大
会
な
ど
に
使
用
す
る
視
聴
覚
機

器
な
ど
の
老
朽
化
が
進
み
、
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
支
障
を
来

し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
㈶
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
）
を

活
用
し
て
、
テ
レ
ビ
、
Ｂ
Ｄ
レ

コ
ー
ダ
ー
、
テ
レ
ビ
ラ
ッ
ク
、
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
、
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
、
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
、
マ
イ
ク
、
ア
ン
プ
、
マ
イ

ク
ス
タ
ン
ド
、
コ
ピ
ー
機
、
机
を

整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
区
で
は
区

民
の
地
域
行
事
へ
の
参
加
を
促

し
、
区
民
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て

伝
統
文
化
の
継
承
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
一
層
の
推
進
が
図
ら

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

備
品
を
整
備
し
ま
し
た

篠井区で新調した備品
（写真上・写真右）

問い合わせ先
市役所市民課窓口係
☎（２２）２１１１（内線２3６）
豊田支所地域振興課市民生活係
☎（3８）3１１１（内線１3１）

本人確認を行います

　戸籍や住民登録の届け出、証明書の発
行を申請される場合、運転免許証などに
よる「本人確認」を行っています。
　市役所市民課などの窓口にお出かけの
際は、次の①、②を必ずお持ちください。
①印鑑　②運転免許証または顔写真付き
住民基本台帳カードまたはパスポート
（ない場合、健康保険証、学生証、年金
手帳など、公的機関発行のものから２点
をご用意ください）
※事業者の皆さんは①、②に加え、相手

方との契約書、社員証または会社から
の委任状、登記事項証明書などが必要
です。

１年生：朝顔の栽培
２年生：羊の世話
３年生：地域探検
４年生：飯山養護学校
　　　　との交流
５年生：稲づくり
６年生：野菜の栽培

学年別の体験学習

子どもは地域の力で
広く深く学びます

試験区分
採用
予定
人員

受験資格 １次試験 試験申込
受付期間生年月日 その他の要件 日時・会場

初級
試験 土木 若干名

昭和5７年
４月２日

～
平成５年
４月１日

日本国籍を有し、高等学校の土
木専門課程卒業程度の学力を有
する者
※その他資格要件については、

受験案内をご確認ください

1０月1７日㈰　午前８時45分
・

市役所会議室
※試験科目については、受験

案内をご確認ください

9月２日㈭

～

9月15日㈬

市民教育懇話会開催
９月27日㈪　
　　中央公民館
１０月６日㈬　
　　北部公民館
１０月2６日㈫
　　豊田文化センター
※各会場とも午後６時
　３０分～８時３０分

地域の人と交流する子どもたち



市長杯争奪市内高校野球大会▲

夏空のもと白球を追う球児たち
　８月13日、市営野球場において、中野市長杯争奪市内
高校野球大会を開催し、中野立志館高等学校と中野西高
等学校の２校で試合を行いました。
　試合は、中野西が序盤から優位にゲームを進め、８対
１で勝利しました。スタンドからは、両校の応援団員や
市民の皆さんの熱い声援が送られていました。
　また、大会終了後、新潟県上越市の関根学園高等学校
を招き、３校による練習試合も行われました。

NAKANO
 スナップ

街の話題やイベントを紹介します

平成22年９月号21 平成22年９月号 20

２０１０上下水道フェスティバル

▲水質を熱心に観察する親子
　８月22日、中野浄化管理センターにおいて、「水を大
切に」をメインテーマに、上下水道フェスティバルを開
催しました。これは、市民の皆さんに上下水道に対する
理解を深め、水の大切さを再認識していただくととも
に、下水道の水洗化を推進するためのもので、各種展示
やビデオコーナーで上下水道の大切さをＰＲしました。
　このほか、堆肥の無料頒布や子どもたちが喜ぶコー
ナーもあり、大勢の家族連れの皆さんでにぎわいました。

2010中野市民音楽祭▲

練習の成果を発表する子どもたち
　中山晋平・高野辰之両先生の偉業をたたえ、音楽のま
ちづくりを推進するための中野市民音楽祭を８月28日、
市民会館ホールにおいて開催しました。
　開会後、久石譲作曲の「君をのせて」を全員で合唱。
　続いて、参加した市内25の音楽団体の皆さんに、合唱
をはじめ箏や吹奏楽の演奏を披露していただきました。
　最後に高野辰之作詞の「故郷」を全員で合唱し、幕を
閉じました。

保育園児によるブドウ袋かけ体験

▲ブドウの袋かけ作業を行う園児たち
　８月６日、ひよこ保育園と平岡保育園の園児による、
ブドウの袋かけ体験が行われました。これは、ＪＡ中野
市と同ぶどう部会がブドウ栽培について学んでもらおう
と企画したもので、当日は、両園児４９人が東山地区のＪ
Ａ品種検討園を訪れ、袋のかけ方の説明を受けたあと、
部会員の皆さんに手伝ってもらいながら、一房ごとに丁
寧に袋かけ作業を行いました。また、10月には袋かけを
したブドウの収穫体験も行う予定です。

　８月22日、高野辰之記念館において「ムシカ　アレグ
レ　コンサート」を開催しました。当日は、長野市出身
で国立音楽大学、東京学芸大学講師の荒

あ ら い

井雅
ま さ の り

至さんとそ
の門下生の皆さん、国立音楽大学附属中・高等学校講師
の小

こ み や

宮康
や す

裕
ひ ろ

さんにより、辰之博士作詞の「故郷」をはじ
め、名曲の数々の演奏が行われました。
　会場を訪れた約100人の皆さんは、若さあふれる渾身
の演奏に聴き入っていました。

高野辰之記念館コンサート

▲繊細かつ迫力ある音色が響きわたりました

　８月25日、市民会館ホールにおいて部落解放・人権政
策確立要求中高地区総決起大会が開催されました。
　当日は、毎日新聞論説委員の野

の ざ わ

沢和
か ず ひ ろ

弘さんを講師にお
迎えし、障害のある人も平等に暮らせる旨の千葉県条例
の成立に携わった経験をもとに、「障害のある人もない
人も暮らしやすい時代に～条例のある街～」と題して、
お話しいただきました。最後に、「人権尊重」「住民参
加」のまちづくりの実践を宣言し閉会しました。

部落解放・人権政策確立要求中高地区総決起大会▲

「障害者の人権」について講演する野沢さん

表紙の説明

「地域の足」を利用しましょう
　バスやタクシーによる実証試験運行を開始してから
１年が経過しようとしています。
　より便利な地域の足としての運行を目指し、利用不
便地域やバスのサービスレベルの改善など市全体の公
共交通を検討してきた結果、１０月１日から一部ルート
や時刻を変更することとなりました。
　詳しくは、今月号の２・３ページをご覧ください。 
（写真：路線バス「永田線」の車窓から望む風景）　



　

こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
市
内
で
働

く
元
気
で
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
皆
さ
ん
を

紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
回
は
、
介
護

老
人
保
健
施
設
に

勤
務
し
て
い
る
、

高
橋
友
里
さ
ん
と

池
田
香
織
さ
ん

に
、
お
話
し
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
月
の
兎
…
…
５
名

　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　
　
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
９
月
24
日
㈮
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

平成22年９月号 ２２

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行
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切手 問
題

10
月
１
日
に

　
「
●
●
調
査
」
を

　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

【岩井・19歳】 【上今井・20歳】
池

い け だ

田　香
か お り

織 さん 高
は か は し

橋　友
ゆ り

里 さん

―
今
の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由

は
何
で
す
か
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
お
年
寄
り

が
好
き
で
、
祖
母
が
看
護
師
を
し

て
い
た
の
で
、
介
護
に
か
か
わ
る

職
に
就
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◆

―
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
ま
す
か
。
趣
味
は
あ
り
ま

す
か
。

　

休
日
は
、
友
人
と
買
い
物
に
出

か
け
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
映
画
鑑
賞
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
観

賞
が
趣
味
で
、
先
日
、
弟
と
映
画

を
見
て
来
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◆

―
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
で
す
が
、
先

輩
の
皆
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

将
来
は
、
介
護
福
祉
士
の
資
格

を
取
り
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

―
今
の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由

は
何
で
す
か
。

　
幼
い
時
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

子
で
、
お
年
寄
り
と
話
し
を
す
る

の
が
好
き
な
の
で
、
介
護
の
仕
事

を
選
び
ま
し
た
。

◆

―
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
ま
す
か
。
趣
味
は
あ
り
ま

す
か
。

　

趣
味
は
読
書
で
す
。
小
説
が
好

き
で
、
特
に
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
が

面
白
か
っ
た
で
す
。

◆

―
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

お
年
寄
り
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
、
先
輩
の
皆

さ
ん
の
よ
う
に
、
早
く
正
確
に
、

手
際
よ
く
仕
事
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
い
さ
つ

を
し
っ
か
り
す
る
よ
う
に
心
掛
け

た
い
で
す
。

～中野のチカラ～
vol. ６

平成22年９月号２3

阿
あ べ

部　一
か ず ひ ろ

博 さん

小林 えみさんから紹介された

（家具販売業・江部）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.65

　　

長丘小学校　６年
高
た か や ま

山　奈
な お

央さん

　

私
の
夢
は
、
陸
上
の
県
大
会

に
出
て
優
勝
す
る
こ
と
で
す
。

　

一
学
期
、
私
は
二
つ
の
陸
上

大
会
に
出
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
駅
伝
の
中
野
市
代

表
と
し
て
の
陸
上
大
会
で
す
。

毎
週
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
、
当

日
は
、
雨
で
し
た
が
、
が
ん

ば
っ
て
走
り
ま
し
た
。
結
果
は

三
十
八
位
で
、
く
や
し
か
っ
た

で
す
。

　

二
つ
目
は
、
県
の
陸
上
大
会

の
北
信
予
選
で
す
。
種
目
は
、

百
メ
ー
ト
ル
走
に
出
ま
し
た
。

駅
伝
大
会
の
く
や
し
さ
を
こ
め

て
、
毎
朝
練
習
し
ま
し
た
。

　

で
も
、
予
選
で
は
、
い
い
結

果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
県

大
会
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
陸
上
大
会
は
、

思
い
通
り
の
結
果
を
出
す
こ
と

が
で
き
ず
、
悲
し
い
思
い
出
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
だ

か
ら
こ
そ
陸
上
を
が
ん
ば
っ
て
、

県
大
会
に
出
て
優
勝
し
た
い
と

い
う
夢
が
で
き
た
の
で
す
。

　

こ
の
夢
が
か
な
う
よ
う
に
、

中
学
に
入
っ
た
ら
陸
上
部
に
入

り
、
練
習
を
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

No.36

陸上の県大会で優勝したい

布
草
履
と
は

　

木
綿
、
特
に
使
い
古
し
た
タ
オ
ル
や
着

物
な
ど
を
４
～
６
㎝
幅
に
切
り
、
そ
れ
を

交
互
に
編
ん
で
作
る
草
履
で
、
つ
ま
先
か

ら
徐
々
に
編
ん
で
い
く
の
が
特
徴
で
す
。

　

対
に
な
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
な
か

な
か
左
右
対
象
に
美
し
く
仕
上
が
ら
ず
、

ま
た
、
布
に
よ
っ
て
は
委
縮
し
て
し
ま
う

た
め
手
加
減
が
難
し
く
、
下
準
備
か
ら
履

け
る
よ
う
に
仕
上
げ
る
ま
で
時
間
が
か
か

り
ま
す
。

　

鶴
田
さ
ん
は
、
幼
少
時
代
に
わ
ら
草
履

を
作
っ
て
い
た
経
験
が
あ
り
、
編
み
方
が

同
じ
な
の
で
布
草
履
も
で
き
る
の
で
は
と

今
か
ら
３
年
前
、
弟
さ
ん
に
道
具
を
作
っ

て
も
ら
い
、
娘
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
布
草

履
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

最
初
は
作
り
方
も
忘
れ
て
い
た
た
め
、

継
承
～

　
　
中
野
が
誇
る
伝
統
文
化

約
６０
年
前
の
記
憶
を
た
ど
り
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
作
品
作
り
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
完
成
し
た
作
品
は
、
信
州
中

野
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

も
出
品
し
て
い
ま
す
。

布
草
履
の
魅
力
と
は

　

長
年
使
い
こ
な
し
た
柔
ら
か
い
古
布
を

使
用
す
る
た
め
履
き
心
地
が
よ
く
、
ま
た

色
合
い
も
美
し
く
癒
さ
れ
ま
す
。
満
足
で

き
る
作
品
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
が
、

実
際
に
履
い
た
方
は
必
ず
「
履
き
心
地
が

良
く
具
合
良
い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
が
原
動
力
と
な
り
、
次
の
作
品
を
作

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
足
裏
を
刺
激
す
る
た
め
健
康
に

も
良
い
で
す
し
、
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
古

着
や
古
布
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
、
布
草

履
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
最
後
ま
で
布

と
し
て
の
仕
事
を
全
う
し
て
く
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

布
草
履
は
、
実
際
に
履
い
て
い
た
だ
く

と
す
ば
ら
し
さ
が
実
感
で
き
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
方
に
履
い
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。
今
月
末
か
ら
西
部
公
民
館
で
布

草
履
講
座
を
開
講
し
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
、
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

第
28
回　

布
草
履
制
作
者　

鶴つ

る

た田
和か

ず

こ子  

さ
ん

▲娘さんと一緒に作品の
制作に励む、鶴田さん

①自己紹介
　両親の後を継ぐため、家業である総合イ
ンテリアショップで働いています。休日は
学生時代の野球部仲間とゴルフに出かける
ことが多いです。
②今後チャレンジしたいこと
　幅広い方々に受け入れてもらえるような
店を目指し、商品の種類や配置など店内の
雰囲気をよくしていきたいと思います。
③これからのまちづくりに望むこと
　毎年大勢の観光客でにぎわうバラまつり
のように観光に力を入れて、中野の知名度
を全国規模にしてほしいと思います。
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有料広告欄

　実りの秋を迎え、農作業が忙しくなる時期になりました。
　この時期は、農業機械を使用する機会が増えるため、農作業中の事故も多
くなります。また、大半が65歳以上の高齢者の事故となっています。
　次の点に注意していただき、安全な農作業に努めましょう。
重点啓発事項
①乗用トラクターには転倒時防護装置（安全キャブ・安全フレームなど）を
　装着しましょう。
②扱いなれた農業機械でも、操作には細心の注意を払いましょう。
③高所作業中の転落事故に十分注意しましょう。
④疲れが出たら休憩を取り、無理な作業はやめましょう。
⑤万一の事故に備え、労災保険などに加入しましょう。
問　農政課農政振興係（内線253）

秋の農作業安全運動月間　９月1日～10月 31日

屋外広告物禁止物件の
一斉点検を実施します
　屋外広告の日の９月10日㈮から９
月1９日㈰までは「屋外広告物適正化
旬間」です。市では、この旬間に先
立ち、９月９日㈭に「屋外広告物表
示禁止物件の一斉点検」を行います。
■主な屋外広告物表示禁止物件
①電柱、街路灯柱　　②街路樹
③道路上の柵、ガードレール
④公衆電話ボックス
⑤信号機、道路標識
⑥橋（陸橋などを含む）
⑦カーブミラー
※このほか、退色、破損した広告物
の表示や、特定の地域での広告物
の表示などが禁止されています。

問　都市計画課建築住宅係（内線273）

期日　10月8日㈮
時間　集合：午前９時30分
　　　解散：午後４時10分(予定)
見学場所　豊田情報センター、高野
辰之記念館、北部学校給食センター
（昼食）、中野消防署、中野陣屋・県
庁記念館、東山クリーンセンター
移動手段　市の行政連絡用バス
定員　40人　※定員となり次第締切
費用　260円（昼食代）※当日徴収
申込締切　９月24日㈮
その他　集合場所は市役所本庁です。
解散場所は、市役所本庁または豊田
支所のどちらかを選択いただけます。
当日欠席される場合は、必ず、事前
にご連絡ください。
問・申　庶務課秘書広報係（内線212）

市の施設見学参加者募集

第 29回「礰
れき み ん て ん

珉展」作品募集
　風土に根ざした新たな美の創造を目指すため、礰珉展
を開催します。
　多くの皆さんから作品の応募をお待ちしています。
テーマ　自由（ただし、目的に合致したもの）
種別　絵画（油絵、アクリル、水彩、ドローイング、日
本画、版画、切り絵その他平面作品）
※展示可能で近作の未発表作品に限ります。
規格　大きさは50号までとし、額装したものに限ります。
(ガラスはつけないでください。ただし、アクリルは可)

応募資格　中野市出身者および中高飯水地区在住者
応募方法　応募作品は一人１点とし、10月17日㈰午前10
時から正午までの間に、信州中野銅石版画ミュージアム
へ直接搬入の上、ご応募ください。
出品料　１点につき1,000円
展覧会期間　10月21日㈭～11月14日㈰
展示会会場　一本木公園展示館
主催　　中野市・岺

れい じ ゅ か い

樹会
問　文化スポーツ振興課文化振興係　（内線3９4）

米・米加工品を取り扱う業者の皆さんへ
入出荷などの記録の作成と保存が義務付けられます
　10月１日から「米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に
関する法律」（米トレーサビリティ法）における、取り引きなどの記録・保存
部分が施行され、米・米加工品を取り扱う生産者、卸売業者、小売業者お
よび外食店などの方は、入出荷などの記録の作成と保存が義務付けられま
す。詳しくは、お問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
▶農林水産省ホームページ　
　http://www.maff.go.jp/j/soushoku/keikaku/kome_toresa/index.html
問　関東農政局長野農政事務所計画課　☎026（233）2９９４

施設予約システム・生涯学習情報システムの運用を停止します
　インターネットによる市民会館などの公共施設の空き状況の照会およ
び仮予約が可能な施設予約システムについて、新システムへの移行のた
め、次の期間運用を一時停止します。運用停止期間中の施設空き状況の
照会などは、各施設窓口へ直接、お問い合わせください。
施設予約システム運用停止期間　９月24日㈮～30日㈭（予定）
　また、生涯学習情報システムは９月末日をもって運用を停止します。今
後、生涯学習情報の照会は冊子または市公式ホームページをご覧ください。
問　政策情報課情報係（内線217）

対象者　高等学校、大学、短期大学、
高等専門学校、専修学校に現在在学
している方（通信制・通信教育を除く）
貸与の要件　市内に引き続き１年以
上居住していたこと、経済的理由に
より就学困難であることなど
募集人員　１人程度
申込方法　願書などを９月24日㈮ま
でに学校教育課へ提出してください。
問・申　学校教育課総務係　☎（3８）３１１2

奨学生の追加募集をします

受講日程および内容
　受講生の希望に沿ったカリキュラム
を計画し、個別指導が受けられます。
定員　4人程度（定員になり次第、
募集を終了します）
受講料およびテキスト代　無料
※詳しくは、お問い合わせください。
問・申　中野地域職業訓練センター
　　　☎（23）３005

身体障害者向け職業訓練
パソコン講座受講生募集

プラネタリウム特番
「赤ちゃんがいっぱい」上映
　市立博物館プラネタリウムでは、
９月の毎週土曜日、サイエンスチャ
ンネル提供番組「赤ちゃんがいっぱ
い」を上映します。
　かわいい動物の赤ちゃんたちと、
動物園や水族館のスタッフの関わり
を描いた番組を、動物の種類ごとに
15の番組を上映します。
　ぜひ、ご観覧ください。
上映日
　①９月４日㈯、②９月11日㈯、
　③９月1８日㈯、④９月25日㈯
上映時間　午前10時30分～正午
観覧料　無料
問　市立博物館　☎（22）2005

期日　10月7日㈭
時間　開会式…午後6時45分
会場　市民体育館
競技部門　①一般女子の部、②男女
混合の部、③ファミリーの部
参加資格　市内に在住、在勤、在学
する方で構成するチーム
参加料　無料
申込締切　９月2９日㈬（定数になり
次第、募集を終了します）
問・申　文化スポーツ振興課スポーツ振興係
　　　（内線364）

第6回ビーチボール
バレー大会参加者募集

　いずれの講座も受講は無料です。
また、お申し込みは、電話で受け付
けます。
　開催時間、集合場所など詳しくは、
直接お問い合わせください。

「学芸員と学ぶコース」

　期日　９月22日㈬
　　◆柳

や な ぎ だ く に お

田国男の民俗学
　　◆足元の歴史をみなおそう
　　　中野市域の原始時代を探る
　　◆飯山藩主　本

ほ ん だ

多氏の動静を
　　　記録した「後

こうきゅうろく

久録」を読む
　期日　９月23日㈭
　　◆日本美術を支える時代
　　◆古文書から見る善光寺地震
　　　と千曲川の瀬替え工事
　　◆考古学とは何だろう
　期日　９月24日㈮
　　◆鳥類の生態学

「みんなで研究コース」
　期日　10月2日㈯
　　◆みんなで調べる中野の石ぼ
　　　とけ（豊田地域編）
　　◆植物観察会・文化公園の植
　　　物マップをつくろう!
　期日　10月16日㈯
　　◆やさしい鳥の観察会・あな
　　　たも野鳥観察のスペシャリ
　　　スト

問・申　市立博物館　☎（22）2005

博物館講座参加者募集
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９月30日㈭は、平成22年度国民健康保険税第３期の納期限です。お忘れなく。

次回申込期限　9月30日㈭  午後５時15分
広報なかの掲載号　11月５日㈮ 発行の11月号から
市公式ホームページ掲載日　11月１日㈪から
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線 212 または 400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！

～地上デジタル放送を楽しむための～　総務省による「地デジ」相談会・説明会開催
　地上アナログ放送は、来年７月24日正午にすべての放
送が終了し、地上デジタル放送（地デジ）に移行します。
　デジサポ（総務省テレビ受信者支援センター）では、地
デジの準備に当たり「何をすればよいか分からない」や
「テレビを買ったのに地デジ放送を受信できない」と
いった相談にお応えする、無料の「地デジ」相談会・説
明会を右表の日程で開催します。
問　デジサポ長野（総務省長野県テレビ受信者支援センター）
　　☎０２６（233）５５０１

会場 開催日 時間

相
談
会

豊田支所１階
市民ホール 9月21日㈫、22日㈬ 10：00

～17：00

長野県
北信地方事務所
１階ロビー

9月29日㈬～10月１日㈮ 10：00
～17：00

10月4日㈪ 10：00
～12：00

市役所本庁１階
市民ホール 10月５日㈫～8日㈮ 10：00

～17：00
説
明
会

長野県
北信地方事務所
202・203会議室

9月29日㈬～10月１日㈮、
10月4日㈪

11：00
～12：00

　ごみの減量・再資源化を一層進めるため、リサイクル可能なものの「資源
物の特別回収」を行います。詳しくは、3月に全戸配布しましたチラシを
ご覧いただくか、環境課衛生係までお問い合せください。
★回収場所で回収できないと判断されたものは、お持ち帰りください。
★前夜・早朝など指定時間以外の持ち込みは絶対におやめください。
★中野市以外からの持ち込みは固くお断りします。

回収日 時　間 場　所 回収品目

「資源物日曜回収」
9月26日㈰

午前 10 時～
午後 1 時

ユー・パレット
中野西店駐車場

段ボール、新聞紙、
雑誌・雑がみ、びん、
ペットボトル、食用油、
古着・古布

10月3日㈰

午前 10 時～
午後 1 時

西条グラウンド
駐車場

庭木の剪定枝、
廃タイヤ・スキー板
（有料 ）

午後２時～3時 豊田支所駐車場 廃タイヤ・スキー板
（有料）

庭木の剪定枝・・・直径15ｃｍ以下のものに限ります。
食用油・・・家庭で使用した天ぷら油で、液体状のものに限ります。
古着・古布・・・ナイロン製品・中綿入り製品・セーターなどは回収できません。
びん・ペットボトル・古紙・・・月１回の資源物収集の分別方法と同様です。
廃タイヤ・・・１本につき300円（ホイールの有無は問いません。ただし、一般自
動車用に限ります。事業所で使用している車の廃タイヤは回収できません）
スキー板・・・１組につき500円

剪定枝のチップは、西条グラウンド駐車場に積み置きます。無料ですの※ 
で、ご自由にお持ちください。

問　環境課衛生係（内線245）

資源物の特別回収を行います

オータムジャンボ宝くじ　９月27日㈪発売開始
発売期間　9月27日㈪～10月19日㈫　　抽せん日　10月26日㈫
　宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策な
ど地域住民の福祉向上のために使われます。

民事暴力に関する困りごと
無料巡回相談所
　暴力団などに関する困りごとを㈶
長野県暴力追放県民センターの顧問
弁護士と同職員が相談に応じます。
期日　9月15日㈬
時間　午後１時～4時
会場　長野市勤労者女性会館しなのき
（長野市西鶴賀町1481-1）
予約受付　センター事務局へご連絡
ください。なお、予約がなくても随
時受け付けます。

秘密は厳守されます。※ 
問い合わせ・予約先
　㈶長野県暴力追放県民センター
　☎０２６（235）２１4０

第4回北信州オールスター小学生野球大会
　㈳中野青年会議所では、中野市、山ノ内町、飯山市、
須高地区、長野市古牧地区、飯綱町の少年野球連盟選抜
チームによる「信濃グランセローズ誕生記念　第4回北
信州オールスター小学生野球大会」を開催します。
期日　9月26日㈰　　　時間　午前8時～午後６時
会場　市営野球場　　　入場料　無料
その他　当日、一緒に野球大会を盛り上げていただける
「応援団」も募集中です。
問　㈳中野青年会議所事務局　☎（26）34１２

　借金などの多重債務に関すること
に、弁護士・司法書士が相談に応じ
ます。
期日　9月10日㈮
時間　午前10時～午後５時
会場　長野県長野消費生活センター
（長野県長野保健福祉事務所内：長
野市中御所岡田98-1）
予約受付　面接は予約制で行います
ので、事前にご連絡ください。

秘密は厳守されます。※ 
問い合わせ・予約先　
　長野県長野消費生活センター
　☎０２６（223）６７７７

多重債務者無料相談会

期日　10月9日㈯
時間　午前10時～午後4時30分
（受け付けは午後4時まで）
会場　①市民会館44号会議室
　　　②飯山市総合福祉センター
　　　（飯山市飯山本町1211-1）

都合の良い会場へお出かけください。※ 
相談内容　土地の境界に関するトラ
ブル、土地建物に関する登記などに
ついて（相談は１人30分程度）
予約受付　当日は、混雑が予想され
ますので、事前にご連絡ください。

秘密は厳守されます。※ 
問い合わせ・予約先
　長野県土地家屋調査士会事務局
　☎０２６（232）4５６６

土地家屋調査士が行う
全国一斉表示登記無料相談会

期日　9月18日㈯
時間　午後１時～3時
会場　①中央公民館２階教室
　　　②飯山市総合福祉センター
　　　（飯山市飯山本町1211-1）

都合の良い会場へお出かけください。※ 
相談内容　不動産・会社の登記、ク
レジット・サラ金などの消費者問題
についてなど

予約不要。秘密は厳守されます。※ 
問　長野県司法書士会飯山支部
　　☎（23）０8７3

司法書士無料法律相談所

なかの「おすみちゃん｣販売
　「おすみちゃん」に含まれてい
る有機分は、土壌改良に役立ちま
す。ぜひ、ご利用ください。
９月の販売日
8日㈬、12日㈰、29日㈬
10月の販売日
６日㈬、13日㈬、17日㈰、27日㈬
販売場所　中野浄化管理センター
販売時間　午前9時～11時30分
金額　１袋(15㎏入り)  ：200円
　　　バラ売り　300㎏：1,500円
　　　　　　　　500㎏：2,500円
※バラ売り(袋無)は、10日前まで
　に予約が必要です。
問　上下水道課下水道係（内線283）

　汚泥発酵堆肥なかの「おすみちゃ
ん」を、公共的（営業目的の場合は
対象外）にご利用いただける区や団
体などに、無料配布を行っています。
利用場所　区の花壇、団体などがボ
ランティアで管理している花壇など
申込方法　団体などの代表者（区長
など）が、所定の申込用紙により、
受け取り希望日の１週間前までに、
上下水道課へお申し込みください。
受渡日時・場所　通常の販売日時お
よび場所　※下段参照
問・申　上下水道課下水道係（内線283）

なかの 「おすみちゃん」
公共利用無料配布

害鳥駆除・害獣巡回駆除
《９・10月の実施日程》

　市猟友会のご協力により害鳥獣駆
除を実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
実施日および対象地区（農地周辺）
中野地域…9月11日㈯、19日㈰、25日㈯、
10月9日㈯、17日㈰、23日㈯
豊田地域…9月11日㈯、25 日㈯、
10 月9日㈯、23日㈯
駆除時間　日の出より約２時間
■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)
実施日　9月8日㈬、22日㈭、10月６日㈬
対象区域　栗和田から桜沢までの山際
駆除時間　午後１時30分から約２時間
駆除実施中は銃器を使用するため※※
大変危険です。駆除時間中は対象
区域に近づかないでください。

問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事務局
　　（市役所農政課内・内線251）
　　有害鳥獣駆除対策協議会事務局
　　（豊田支所地域振興課内・内線143）

としょかんプチ☆キネマ
会場　市立図書館２階　AVホール
入場料　無料
①日時　9月19日㈰　午後２時から
　内容　さようなら「木島線」
②日時　10月６日㈬　午後4時から
　内容　かいじゅうたちのいるところ

申し込みは不要です。※ 
問　市立図書館　☎ （26）５84１
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年金
「ねんきんダイヤル」(平日午前８時30分～午後５時1５分)

☎０５７０－０５－１１６５

年金受給者が亡くなられた時は「年金
受給権者死亡届」の提出が必要です

　年金を受ける権利は、本人が死亡するとなく
なります。年金を受けている方が亡くなった場
合、亡くなった日から、国民年金の場合は14日以
内、厚生年金の場合は10日以内に「年金受給権者
死亡届」を提出してください。（その他の年金な
どについては、それぞれの組合などへご確認くだ
さい）この届け出が遅れると、年金を多く受け取
りすぎてしまうことがあり、その場合、後で返さ
なければならなくなりますので、ご注意ください。
 未支給年金　
　年金は死亡した月の分まで支払われます。亡く
なられた方がまだ受け取っていない年金（未支給
年金）がある場合は、年金を受けていた方の死亡
当時、その方と生計を同じくしていた遺族の方
（請求順位：配偶者・子・父母・孫・祖父母・兄
弟姉妹）からの請求によって、その年金が支払わ
れます。
問　長野北年金事務所　☎026(244)4100

 
　人口：45,662人（－13）　男：22,035人（－27）　女：23,627人（＋14）　世帯数：15,235戸（＋25）

　

シリーズ 地球温暖化�

◎家庭の省エネを診断してみませんか
　長野県では、省エネ対策をより具体化し、“見
える化”を進めるため、アドバイザーを地域での
講習会や直接家庭に派遣し、省エネの指導・診断
を行うことで、家庭部門から排出される温室効果
ガス削減を図っています。

１．省エネ講習会・出前講座
　省エネなどの知識に優れたアドバイザーが、
県下各地で講習会を開催します。また、地域
や企業などのイベントや要請に応じて出前講
座を行います。
２．省エネ家庭訪問
　アドバイザーが、省エネ診断・指導を希望
する家庭を訪問し、エネルギー使用の診断を
して、省エネ方法や省エネ機器の導入効果な
どについて助言します。

　この機会に家庭の省エネを診断してみませんか。
問　長野県環境政策課温暖化防止係
　　☎026(23５)7022
　　受託機関：NPO法人CO2バンク推進機構
　　☎026(2８５)5370

ご寄付　ありがとうございました
　　

●ふるさと寄附金　元気なまち信州中野
　医療・福祉のため　チャリティーバザーの売上金
　現金　20,305円　
　＜山ノ内町　平穏土建株式会社、
　　なかのライフサービス　代表取締役社長
　　土屋　定正　様＞

　

　いただきました寄付品および寄付金は、市政
のため大切に使用させていただきます。

問　庶務課秘書広報係（内線400）

★男性用スキー★テニスラケット★人形ケース★
小動物用ケージ（かご）★自転車★味噌桶★サイ
ドボード★柔道着★滑り台★ベースギター

★ノートパソコン★掃除機★車いす★介護用歩行
器★自転車★女性用スキーセット★農機具★ワー
プロ★茶ダンス★ソファー★チャイルドシート★
電動紡ぎ機

　ご家庭で不要になった物を再活用しませんか。
　無償でゆずっていただける方、ゆずってほしい
物がある方は、お気軽にご連絡ください。

問い合わせ・申し込み先
市民課生活交通安全係（内線23８）

さしあげます

ゆずってください

ご利用ください
(8月26日現在)

相 談 名 日 時 会 場 問い合わせ先

子ども相談 毎週月～金曜日
午前８時30分～午後5時 子ども相談室 子ども相談室

（内線27８）

保健師による
子育て相談

毎週月・水・金曜日(休所日を除く)
午前10時～11時

りんごっこ
(中央子育て支援センター)

中央子育て支援センター
☎22-2259

定期健康相談 ①毎週水曜日　午前10時～11時30分　　　中野保健センター
②毎月第1木曜日　午前10時～11時30分　豊田保健センター

健康長寿課健康管理係
（内線242）

介護に関する
総合相談

毎週月～金曜日
午前８時30分～午後5時 中野保健センター 地域包括支援センター

（内線366）

行 政 相 談
９月10日㈮、10月12日㈫
午後1時～4時…市民会館44号　
午前９時～11時30分…豊田支所相談室　

庶務課庶務文書係
（内線211）

身体障害者相談所 毎月第1・3水曜日
午後2時～4時 福祉ふれあいセンター 中野市社会福祉協議会

（☎26-3111）

福祉相談
ボランティア相談

毎週月～金曜日
午前９時～午後5時 福祉ふれあいセンター 中野市社会福祉協議会

（☎26-3111）

女性相談窓口
（面接は予約制）

毎週月・水・金曜日
（電話）午前９時～午後5時
（面接）午前９時～午後1時

中野人権センター 男女共同参画推進室
（☎23-4810）

心配ごと相談 毎週月～金曜日
午後1時30分～4時30分 福祉ふれあいセンター 中野市社会福祉協議会

（☎26-3111）

結婚相談
（予約制）

毎週月～金曜日
午前９時～午後5時 福祉ふれあいセンター 中野市社会福祉協議会

（☎26-3111）

消費生活相談 毎週月～金曜日
午前８時30分～午後5時1５分 市民課生活交通安全係 市民課生活交通安全係

（内線23８）

交通事故
巡回相談

９月16日㈭　
午前10時～午後3時 北信地方事務所 北信地方事務所

（☎22-3111）

法律相談
（予約制）

毎月第1・3月曜日
※９月は、第1月曜日・第3火曜日に実施
午後1時30分～3時30分

福祉ふれあいセンター 中野市社会福祉協議会
（☎26-3111）

職業相談 毎週月～金曜日
午前８時30分～午後5時 南宮庁舎職業相談室 南宮庁舎職業相談室

（☎23-4710）

相談内容について秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。各種相談日程

（　）は前月比、国勢調査を基に推計【平成22年８月1日現在】

市立博物館
㊡火曜日 

☎ 22-2005

常設展示「中野市の自然と歴史・文化」
「ふるさとの記憶」西

に し ざ わ

沢今
け さ い

朝夷水彩画展
　11 月 17 日㈬まで

中野陣屋・
県庁記念館

㊡火曜日
☎ 23-2718

第１3回みずえ会展　９月13日㈪まで
手作りの洋服展　10月3日㈰まで
陣屋ほいほい展　９月1５日㈬～20日㈪
中野きりえの会作品展
　９月22日㈬～10月11日㈪

展示案内 是非、ご覧ください。電話相談 専用電話をご利用ください。

電話医療相談　☎23-０3００
午前８時 30 分～午後 10 時（土・日曜日、祝日を除く）

子ども電話相談　☎23-3１9１
午前８時 30 分～午後5時 （土・日曜日、祝日を除く）

児童虐待・DV24 時間ホットライン
　☎０2６3-9１-24１０



保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所地域振興課 ☎38-3111
◦休日緊急診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　元気で、よくしゃべる活発な
子です。好きな食べ物は、イチ
ゴケーキで、人形遊びが好きで
す。元気で思いやりのある子に
育ってほしいと思います。
（田尻裕

ひ ろ ゆ き

之・寿
す み こ

美子さん　金井）

　　　　　（３歳１か月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成２２年９月５日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )

期日／９月14日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成22年５月生まれ
※３か月児健診時に行います。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で、
就学前の１年間（平成 16 年４月
２日～平成 17 年４月１日生まれ）
第３期＝中学１年生に相当する
年齢の者（平成９年４月２日～
平成10年４月１日生まれ）
第４期＝高校３年生に相当する
年齢の者（平成４年４月２日～
平成５年４月１日生まれ）
※第１期で単独ワクチンを接種

済みの幼児も、第２期として
混合ワクチンを接種します。

※第３期の対象の方は各中学校
で接種します。

※第２・４期対象の方には予診
票を送付します。

※対象者は無料で接種が受けら
れますので、接種される前月
に実施医療機関へ予約してく
ださい。

平成２２年９月号 30

三種混合(ジフテリア・百日せき・破傷風)
受付時間／午後１時～１時40分

＜中野保健センター＞
10月13日㈬…日野、延徳、平野、
　　　　　　高丘、平岡
　　15日㈮…中野、長丘、科野、
　　　　　　倭、豊田

対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳
（20～56日の間隔で３回接種） 
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳
（初回３回目終了後12～1８か月

の間に１回）
≪７歳６か月未満まで接種可≫

育児教室
期日／９月22日㈬
時間／午後１時15分～３時30分
会場／中野保健センター
対象／８～10か月児
内容／むし歯予防とアゴの発育の話
　　　離乳食について

田
た じ り

尻なつみちゃん

健診名 健 診 日 対象生年月
３ か 月 児
健 診
（ Ｂ Ｃ Ｇ

予防接種 ）
９月14日㈫ 22年５月生

７ か 月 児
健 診 ９月15日㈬ 22年１月生

１ 歳
６ か 月 児
健 診

９月17日㈮ 21年２月生

２歳児健診 ９月13日㈪ 20年８月生

３歳児健診 ９月16日㈭ 19年８月生

乳幼児健康診査
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
ください。

心の健康相談
精神保健福祉士が相談に応じます。
期日／10月14日㈭
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
費用／無料
※10月12日㈫までに市役所健康長

寿課へお申し込みください。

　流行地域へ渡航される場合や蚊に
刺されやすい環境にある場合など
は、日本脳炎の予防接種ができま
す。この場合、対象年齢（３歳～７
歳６カ月）であれば、接種費用は無
料になります。ご希望の方は、子育
て課へお問い合わせください。

日　本　脳　炎

ポリオ(小児マヒ)

受付時間／午後１時～１時40分
＜中野保健センター＞
９月27日㈪…長丘、科野、倭、豊田
　　2８日㈫…日野、延徳
　　29日㈬…平野
　　30日㈭…高丘、平岡
10月１日㈮…中野
対
象
・
接
種
方
法

３か月～１歳６か月の乳幼児（標準）
※６週間以上あけて２回接種
※７歳６か月未満まで接種可能
※下痢をしている場合は、治っ

てから接種しましょう。

　夜間や休日など診療時間外に受診
すべきか判断目安を提供する、日
本小児科学会のホームページです。
ホームページアドレス
http://www.kodomo-qq.jp/

健康増進普及月間
９月１日㈬～３０日㈭
【統一標語】「１に運動　２に食
事　しっかり禁煙　最後にクスリ
～健康寿命を延ばしましょう～」
がん征圧月間 ９月１日㈬～３０日㈭
食生活改善普及運動
　　　　　　 ９月１日㈬～３０日㈭
救急医療週間 ９月５日㈰～11日㈯
自殺予防週間 ９月1０日㈮～16日㈭
結核予防週間 ９月２4日㈮～３０日㈭

　子どもの夜間の急な病気やけがの
相談に、看護師などが応じます。
※＃8000でつながらない場合は、
　☎0263(72)2000へ
※相談日時　毎日午後７時～11時
「こどもの救急」をご活用ください

小児救急電話相談「＃８０００」
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